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万
円
に
対
し
、
十
六
度
は
約

一
二
億
七
八
〇
〇
万
円
で
約

二
億
六
七
〇
〇
万
円
の
減
少

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
電
話
投

票
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
も
、

十
五
年
度
が
約
一
一
億
三
八

〇
〇
万
円
に
対
し
、
十
六
年

度
は
約
一
〇
億
九
八
〇
〇
万

円
で
、
約
四
〇
〇
〇
万
円
の

減
少
で
あ
っ
た
。

議
員

こ
の
記
念
競
輪
の
収

益
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

事
業
課
長

概
算
で
八
億
四

〇
〇
〇
万
円
の
収
益
を
見
込

ん
で
い
る
。

競
輪
施
行
者
は
、
自
転
車

競
技
法
に
基
づ
き
自
転
車
そ

の
他
の
機
械
工
業
並
び
に
体

育
事
業
及
び
そ
の
他
公
益
事

業
の
振
興
の
た
め
に
、
必
要

な
財
源
と
し
て
の
交
付
金
、

公
営
企
業
の
た
め
の
納
付
金

を
支
出
す
る
等
、
収
益
の
均

て
ん
化
に
寄
与
し
な
が
ら
、

地
方
財
政
健
全
化
の
た
め
の

財
源
確
保
に
努
め
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
競
輪
事

業
の
売
上
は
年
々
減
少
し
、

全
施
行
者
の
う
ち
半
数
近
く

が
赤
字
経
営
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。

そ
の
た
め
、
競
輪
施
行
者

は
新
投
票
制
度
の
導
入
や
機

械
化
の
推
進
、
施
設
の
大
規

模
改
修
な
ど
種
々
施
策
を
講

じ
、
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
や
売

上
増
加
を
図
る
一
方
、
従
業

員
の
人
件
費
の
削
減
を
は
じ

め
と
す
る
経
営
の
合
理
化
・

効
率
化
を
行
い
、
開
催
経
費

の
削
減
に
努
力
を
続
け
て
い

る
。こ

う
し
た
中
で
、
平
成
十

四
年
に
「
自
転
車
競
技
法
及

び
小
型
自
動
車
競
走
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
日
本
自
転
車
振
興

会
に
対
す
る
交
付
金
が
こ
れ

ま
で
よ
り
軽
減
さ
れ
た
が
、

こ
の
改
正
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
陳
情
し
て
き
た
内
容
と
は

大
き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、

不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。よ

っ
て
、
平
成
十
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ

る
見
直
し
の
中
で
、
次
の
項

目
が
完
全
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。

一
　
日
本
自
転
車
振
興
会
に

対
す
る
交
付
金
の
う
ち
一

号
交
付
金
に
つ
い
て
は
自

転
車
産
業
の
振
興
事
業
に

限
定
し
、
同
二
号
交
付
金

に
つ
い
て
は
こ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
。

二
　
自
転
車
競
技
法
第
一
条

第
六
項
第
一
号
の
、
競
輪

に
出
場
す
る
選
手
及
び
競

輪
に
使
用
す
る
自
転
車
の

競
走
前
の
検
査
、
競
輪
の

審
判
そ
の
他
の
競
輪
の
競

技
に
関
す
る
事
務
（
競
技

関
係
事
務
）
を
自
転
車
競

技
会
以
外
の
他
の
地
方
公

共
団
体
、
私
人
に
も
委
託

可
能
と
な
る
よ
う
自
転
車

競
技
法
の
改
正
を
す
る
こ

と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
二
十
八
日

平
　
塚
　
市
　
議
　
会

競

輪

事

業

の

さ

ら

な

る

競

輪

事

業

の

さ

ら

な

る

�

改

革

を

求

め

る

意

見

書

改

革

を

求

め

る

意

見

書

�

競

輪

事

業

の

さ

ら

な

る

改

革

を

求

め

る

意

見

書

議
員

自
然
や
地
球
環
境
に

農
業
が
果
た
す
役
割
な
ど
を

学
ぶ
、
農
業
体
験
学
習
推
進

事
業
に
つ
い
て
、
実
践
し
て

い
る
内
容
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

本
市
は
、
市
域

の
約
半
分
が
調
整
区
域
で
あ

り
、
農
地
面
積
も
県
下
で
有

数
で
あ
る
。
農
業
体
験
学
習

の
推
進
は
、
農
業
の
振
興
と

自
然
環
境
を
保
全
す
る
上
で

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
実
施
内
容
は
、
新
鮮
な
き

ゅ
う
り
や
ト
マ
ト
を
収
穫
し

て
味
わ
う
県
・
市
・
農
協
が

連
携
し
た
「
親
子
収
穫
体
験

事
業
」
や
小
学
校
で
じ
ゃ
が

い
も
等
を
栽
培
し
、
収
穫
し

た
食
材
を
使
っ
て
野
菜
カ
レ

ー
を
つ
く
る
と
い
う
湘
南
農

協
青
壮
年
部
が
実
施
す
る

「
食
・
農
」
学
級
等
が
あ
る
。

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
農
を
学
ぶ

農
業
体
験
学
習
ど
う
実
践

花と緑のふれあい拠点整備構想
―核となる施設等の開園延期理由を聞く―

議
員

旧
農
業
総
合
研
究
所

跡
地
に
予
定
さ
れ
て
い
る
花

と
緑
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
（
仮

称
）
整
備
事
業
に
お
い
て
、

核
と
な
る
施
設
等
の
開
園

が
、
当
初
予
定
の
十
九
年
度

か
ら
二
十
一
年
度
に
延
び
た

理
由
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

花
と
緑
の
ふ
れ

あ
い
拠
点
の
整
備
は
、
核
と

な
る
施
設
を
県
が
行
い
、
周

辺
整
備
を
地
元
や
関
係
者
と

協
働
し
市
が
推
進
す
る
県
市

協
調
事
業
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
開
園
予
定
が
延
期
と
な

っ
た
理
由
は
、
県
と
市
の
協

議
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、

農
業
体
験
学
習
の
運
営
等
の

事
業
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
実
施

す
る
こ
と
が
特
殊
な
整
備
手

法
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
今

後
の
予
定
は
十
七
年
度
に
実

施
方
針
等
の
公
表
、
十
八
年

度
に
事
業
者
の
決
定
、
十
九

年
度
か
ら
は
既
存
施
設
の
解

体
や
建
設
工
事
に
着
手
し
、

二
十
一
年
度
に
開
園
と
な
っ

て
い
る
。

議
員

核
と
な
る
施
設
の
整

備
の
内
容
は
、
地
元
の
説
明

会
等
で
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
る
が
、
今
年
十
月
上
旬
に

核
と
な
る
施
設
に
関
し
て
新

た
に
県
へ
地
元
要
望
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

理
由
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

県
は
、
花
と
緑

の
ふ
れ
あ
い
拠
点
の
核
と
な

る
施
設
の
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
方

針
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
実
施
方
針
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
の
「
募
集
要
項
」

的
な
も
の
で
事
業
内
容
、
業

務
内
容
、
設
計
要
件
等
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実

施
方
針
に
地
域
住
民
、
地
元

農
業
者
の
要
望
を
盛
り
込
む

た
め
、
地
元
に
要
望
書
を
提

出
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
な

お
、
核
と
な
る
施
設
の
レ
ス

ト
ラ
ン
、
売
店
、
農
業
体
験

学
習
事
業
等
の
計
画
内
容
は

従
来
ど
お
り
で
あ
る
。

周
辺
道
路
の
整
備

県
市
の
費
用
負
担
割
合

議
員

核
と
な
る
施
設
の
周

辺
道
路
計
画
に
お
け
る
、
県

市
協
調
道
路
事
業
の
費
用
負

担
割
合
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

経
済
・
道
路
部
長

核
と
な

る
施
設
へ
の
進
入
路
や
周
辺

道
路
等
に
つ
い
て
、
県
と
市

が
整
備
対
象
路
線
の
選
定
、

整
備
区
間
や
道
路
拡
幅
等
の

整
備
水
準
、
さ
ら
に
は
、
負

担
の
内
容
を
巡
っ
て
厳
し
い

協
議
や
折
衝
を
重
ね
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
核
と
な
る

施
設
へ
の
進
入
路
お
よ
び
そ

の
施
設
の
外
周
道
路
等
に
つ

い
て
は
、
県
・
市
が
応
分
の

費
用
を
負
担
し
て
市
が
施
行

す
る
県
市
協
調
道
路
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
県
・
市

半
々
の
費
用
負
担
と
な
っ

た
。
な
お
、
既
設
の
県
道
平

塚
秦
野
線
と
新
設
す
る
進
入

路
と
の
交
差
点
改
修
に
つ
い

て
は
、
県
が
一
〇
〇
％
の
費

用
負
担
で
実
施
す
る
。

議
員

競
輪
事
業
に
お
い
て

は
、
今
定
例
会
で
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
提
案

説
明
に
本
年
四
月
三
十
日
か

ら
五
月
三
日
の
記
念
競
輪
開

催
に
当
た
り
、
効
果
的
な
広

報
宣
伝
事
業
を
し
た
と
あ
る

が
、そ
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

事
業
課
長

特
別
競
輪
の
開

催
さ
れ
な
い
年
は
、
記
念
競

輪
が
収
益
を
見
込
め
る
唯
一

の
レ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
効

果
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し

て
売
り
上
げ
に
結
び
つ
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

は
、
営
業
努
力
に
よ
り
場
外

車
券
発
売
を
前
年
度
と
比
較

し
て
一
四
か
所
増
の
七
二
か

所
で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

場
外
の
売
り
上
げ
は
、
前
年

度
よ
り
約
二
〇
億
円
の
増
加

で
あ
っ
た
。

議
員

記
念
競
輪
の
本
場
で

の
売
り
上
げ
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
の
か
。

事
業
課
長

十
五
年
度
の
売

り
上
げ
約
一
五
億
四
五
〇
〇

厳
し
い
経
営
の
競
輪
事
業

場
外
車
券
売
り
上
げ
増
に
努
力

今
後
は
、
教
育
委
員
会
や
農

協
等
が
実
施
す
る
農
業
体
験

学
習
事
業
と
の
連
携
を
深
め

一
層
の
効
果
を
得
る
よ
う
話

し
合
い
を
進
め
た
い
。

平
塚
の
農
・
海
産
物

地
元
消
費
拡
大
を
Ｐ
Ｒ

議
員

市
民
に
対
す
る
、
地

元
農
水
産
物
の
消
費
拡
大
Ｐ

Ｒ
の
状
況
と
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

地
元
で
と
れ
た

農
産
物
や
海
産
物
等
は
地
元

で
の
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
、
総
合
公
園
で
毎
月
開
催

さ
れ
る
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
お
よ
び
競
輪
場
で
開
催
さ

れ
る
湘
南
朝
市
な
ど
に
お
い

て
販
売
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
る
。
一
方
、
学
校
給
食
に

お
い
て
地
元
農
産
物
の
使
用

割
合
を
増
や
す
努
力
を
し
て

お
り
、
そ
の
使
用
状
況
を
各

家
庭
に
配
布
す
る
献
立
表
に

紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
地

産
地
消
の
普
及
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員

企
業
の
業
績
は
行
政

の
財
政
運
営
に
も
影
響
す
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
県
で
は

「
か
な
が
わ
ら
し
い
産
業
集

積
促
進
方
策
」
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
方

策
に
対
す
る
本
市
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

市
長

県
の
方
策
は
、
活
力

と
魅
力
の
あ
る
産
業
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
既
存
企
業
が

県
外
に
流
出
す
る
こ
と
を
防

止
し
、
既
存
企
業
の
県
内
投

資
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

東豊田工業団地内の印刷工場

県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
を
す

る
方
策
で
あ
り
、
そ
の
骨
子

を
策
定
し
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
企

業
の
県
内
投
資
、
雇
用
の
創

出
、
融
資
制
度
の
充
実
な
ど

県
が
産
業
集
積
促
進
方
策
の
骨
子
発
表

本
市
の
見
解
と
対
応
は

助
成
制
度
の
拡
大
」「
税
金

の
軽
減
な
ど
税
制
面
か
ら
の

誘
導
策
」「
適
切
な
用
地
や

オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
産
業
活
性
化
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」「
誘
致

体
制
の
整
備
強
化
」
の
四
つ

の
柱
を
定
め
て
い
る
。
本
市

で
は
、
多
く
の
企
業
を
本
市

に
誘
致
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
、
継
続
的
に
生
産
拠
点
を

置
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。今
後
も
、

県
の
方
策
に
基
づ
い
て
、
助

成
制
度
や
融
資
制
度
な
ど
の

優
遇
措
置
等
を
多
方
面
か
ら

研
究
し
、
可
能
な
限
り
産
業

集
積
の
促
進
を
追
求
し
て
い

き
た
い
。

議
員

本
市
は
県
の
産
業
促

進
方
策
を
受
け
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

基
本
的
に
は
、

県
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
が
、

県
と
市
の
課
題
は
、
大
企
業

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
刺
激
、
誘
引
）
の
整
備
で

あ
る
。
そ
こ
で
本
市
の
産
業

集
積
促
進
方
策
は
、
大
企
業

も
含
め
た
取
り
組
み
を
研
究

し
て
い
る
。

市
内
の
産
業
の
現
況

議
員

本
市
の
産
業
界
も
業

績
向
上
に
努
力
を
し
て
い
る

と
推
測
す
る
が
、
本
市
の
産

業
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
聞
き
た
い
。

市
長

今
年
の
四
月
に
市
と

商
工
会
議
所
が
実
施
し
た
景

気
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
製

造
業
は
受
注
や
発
注
の
取
り

引
き
の
状
態
が
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
製
品
単
価
の
低
下

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
建
設
業

と
商
業
は
売
り
上
げ
の
改
善

傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
建
設

業
に
つ
い
て
は
受
注
単
価
が

下
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
商
業
に
つ
い
て
は
製
造

業
と
建
設
業
に
比
較
し
て
採

算
が
悪
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
本
市
の
産
業
も
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。


